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地域にふれあいと笑顔を広げるおてつだい

二人暮らしバス旅行（10/18 梁川）
「なかなか水族館に行く機会なんてないからとても楽しかったよ」と語るみ
なさん。大きな水槽を優雅に泳ぐ魚たちの姿に元気をもらったようです！

みんなのげ んき

ジュニアボランティア（11/3 保原）赤い羽根共同募金の街頭募金を行いました！
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しておりますので、ご覧ください！
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表
　
　
彰

●
役
員（
在
任
者
）

　

保
原	

木
谷　

直
人

　

月
舘	

佐
藤　

忠
三		

●
長
年
他
の
模
範
と
な
る
奉
仕
活
動		

　

保
原	

柱
沢
寿
会
連
合
会

　

霊
山	

橘
内　

伴
宏

　

	

永
山　

あ
さ

●
長
年
に
亘
る
介
護
者	

　

伊
達	

小
野　

友
子

	

鈴
木　

チ
イ

　

梁
川	

片
平　

真
由
美

	

三
浦　

ナ
ヲ
子

	
大
橋　

光
子

　

保
原	
南
澤　

暁
	

石
井　

ト
ヨ

	

佐
藤　

英
子

　

霊
山	

阿
久
津　

ト
シ
子

11
月
22
日
、
伊
達
市
保
原
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
須
田
市
長
、
近
藤
市
議
会
議
員
、
各
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
長
の
皆
様
に

ご
出
席
い
た
だ
き
、地
域
福
祉
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
65
名
、団
体
20
団
体
に
表
彰
状・

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

平
成
30
年
度
　
伊
達
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

霊
山	

渡
邉　

ひ
さ
子

	

佐
藤　

ヒ
ロ
子

	

菅
野　

キ
ソ
子

●
福
祉
向
上
の
た
め
多
額
の
寄
付
者

　

伊
達	

伊
達
歌
謡
祭
実
行
委
員
会

	

大
正
琴
発
表
会
実
行
委
員
会

　

梁
川	

池
田　

誠

　

保
原	

山
田　

健
一

　

	

保
原
町
歌
謡
団
体
連
合
会

●
長
年
に
亘
る
法
人
会
費
の
納
入
者

　

本
所	

株
式
会
社
福
島
県
中
央
計
算
セ
ン
タ
ー

　

伊
達	

公
益
財
団
法
人　

仁
泉
会

　

保
原	

医
療
法
人
な
が
え
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
感
　
謝

●
役
員（
退
任
者
）

　

霊
山	

大
友　

靖
子

●
評
議
員（
退
任
者
）

　

伊
達	

菅
野　

宇
一

福

祉

表

彰

式

　
二
〇
一
九
年

　
　
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

佐　

藤　

昭　

治

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
清
々
し
い
気
持
ち
で
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
、本
会
の
諸
活
動
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、

心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
近
年
の
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
と
核
家
族

化
の
進
展
に
よ
り
、
地
域
社
会
や
家
族
機
能
の
低
下
と
人
間
関
係
の
希
薄
化
等
、
様
々

な
要
因
に
よ
り
公
的
支
援
制
度
で
は
対
応
で
き
な
い
福
祉
や
生
活
の
課
題
が
複
雑
・
多

様
化
そ
し
て
重
層
化
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
小
さ
な
地
域
で
の
福
祉
活
動
を
地
域
住

民
全
体
で
取
り
組
み
、
必
要
な
支
援
や
情
報
が
す
べ
て
の
住
民
に
届
く
仕
組
み
づ
く
り

が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

本
会
で
は
、『
共
に
暮
ら
す
ー
い
き
い
き
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
』を
基
本
理
念
と
し
、「
お

互
い
様
の
こ
こ
ろ
」、「
支
え
合
い
の
ち
か
ら
」、「
寄
り
添
い
の
し
く
み
」
と
「
自
助
・

互
助
・
共
助
・
公
助
」
に
よ
り
、
す
べ
て
の
人
々
が
力
を
出
し
合
い
、
ひ
と
り
か
ら
み

ん
な
の
「
暮
ら
し
や
す
さ
」
に
つ
な
げ
、
支
え
合
い
築
く
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

定
め
た
「
第
２
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
に
基
づ
き
、全
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ
た
り
、

住
み
慣
れ
た
こ
の
地
域
で
安
心
し
て
、
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
地
域
住
民
や
民
生
児
童
委
員
、
関
係
機
関
、
各
種
団
体
と
の
連
携
と
協
働
に

よ
り
、
地
域
福
祉
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
地
区
社
協
・
福
祉
会
や
地
域
サ
ロ
ン
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
福
祉
団
体

の
育
成
・
支
援
を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
障
が
い
児
・
者
、
生
活
困
窮
世
帯
等
へ

の
相
談
・
支
援
に
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
、
今
後
と
も
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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菅
井　

ハ
ル
ヨ

●
福
祉
協
力
員（
退
任
者
）

　

伊
達	
神
尾　

明
夫

	
菅
野　

宇
一

	

吾
妻　

照
雄

　

梁
川	

浅
見　

清
吾

	

渡
邊　

幸
雄

	

佐
藤　

重
男

	

坂
本　

太
一

	

石
黒　

き
よ
子

	

八
島　

一
昭

	

故　

今
村　

正
志

	

名
谷　

勝
男

	

宍
戸　

み
つ
子

	

曳
地　

俊
弘

	

佐
藤　

勇
一

　

保
原	

武
藤　

要
一

	

佐
藤　

信
雄

●
福
祉
向
上
の
た
め
多
額
の
寄
付
者

　

本
所	

�

福
島
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

	

ヤ
ク
ル
ト
親
交
会

　

伊
達	

だ
て
ふ
る
さ
と
産
業
祭
実
行
委
員
会

	

聖
光
学
院
高
等
学
校

　

梁
川	

谷
口　

稔

	

梁
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

	
�

福
島
市
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
協
会

	

梁
川
三
団
体
レ
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

　

保
原	

富
士
通
ア
イ
ソ
テ
ッ
ク
株
式
会
社

	

東
城　

福
男

	

関
根　

龍
徳

　

霊
山	

髙
橋　

俊
二
郎

●
長
年
に
亘
る
法
人
会
費
の
納
入
者

　

梁
川	

株
式
会
社
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｅ
工
業

　

保
原	

保
原
町
商
工
会

　
伝 

達 

表 

彰	

●
共
同
募
金（
多
額
寄
付
）

　

保
原	

馬
場　

ヨ
シ
ノ

	

株
式
会
社
伊
藤
土
木

	

伊
達
市
役
所

	

富
士
通
ア
イ
ソ
テ
ッ
ク
労
働
組
合

　

霊
山	

霊
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

●
日
本
赤
十
字
社
役
職
功
労
・
奉
仕
功
労

　
・
金
色
有
功
章

　

保
原	
仁
志
田　

昇
司

	

石
崎　

ヒ
ロ
子

	

大
山　

キ
ソ

	

菅
野　

ヒ
ロ

　
・
金
枠
感
謝
状

　

保
原	

朝
倉　

よ
り
子

	

佐
藤　

ト
モ
子

	

石
母
田　

悦
子

　

霊
山	

大
橋　

幸
子

	

佐
藤　

ヒ
ロ

　

月
舘	

斎
藤　

光
子

	

高
木　

弘
子

　
・
銀
枠
感
謝
状

　

伊
達	

佐
藤　

広
光

	

八
島　

洋
子

	

田
中　

ヨ
シ
コ

　

伊
達	

髙
橋　

孝
子

　

保
原	

菅
野　

美
代
子

	

酒
井　

志
津
子

●
日
本
赤
十
字
社
社
資
功
労

　
・
社
長
感
謝
状

　

保
原	

佐
藤
土
木

　
・
特
別
社
員	

　

保
原	

福
地　

茂

	

井
上　

美
起
子

	

佐
藤　

ア
イ
子

　
・
樹
脂
製
門
標

　

保
原	

菅
野　

美
代
子

	

菊
田　

絹
子

　

霊
山	

本
田　

十
和
子

「伝達表彰」を受けられた皆様 「感謝状」を受けられた皆様

「表彰状」を受けられた皆様
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近所に住んでいる者同士でお茶のみをしながら楽しく
集まる、「ふれあいサロン」。地域の支え合いの一つ
の形です。そのサロンが末永く活動できるように、各
地域で交流会を開催しました。

霊山のサロン ｢アマリリスの会｣ は、サロンにイン
タビュー！！で紹介しています。

11
月
10
日
、
在
宅
で
家
族
の
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
の

対
象
と
し
た
交
流
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
年
度
二
回

目
は
、
介
護
者
33
名
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が

参
加
し
、
う
ど
ん
打
ち
体
験
を
し
ま
し
た
。
二
人
一
組
に

な
り
「
生
地
か
た
く
な
い
か
な
？
」「
あ
な
た
の
と
こ
ろ
上

手
！
」
と
と
て
も
賑
や
か
で
し
た
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
か
ら
の
介
護
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
た
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

第
2
回
介
護
者
の
つ
ど
い 

（
つ
き
だ
て
花
工
房
）

高
齢
者
の
事
業

10月3日～31日 (4回 )

38サロン・178名
梁川

10月23日
13サロン・31名

霊山

サロン活動が特に活発な梁
川地域では、全部で 60ヵ所も
あり、地区毎に分けて 4回開
催しました。レクリエーショ
ンを楽しんだり、サロンで作っ
ている作品を持ち寄ったり、
賑やかなひと時でした。

ボランティアももひめ隊によ
るレクリエーションでの笑顔が
印象的！普段サロンで作ってい
る作品も紹介しました。

11 月 1日　
6サロン・18名

伊達

今年度新しくできた 2サ
ロンも参加。脳トレゲーム
では、皆さんで力を合わせ
真剣に考えました。

10 月 30日
19サロン・56名

保原

交流会に初参加されたサ
ロンも多く、笑顔と笑い声
があふれ、保原町民パワー
がみなぎる時間でした。

11 月 29日
12サロン・29人

月舘

いきいきとした活動がわ
かるサロン紹介。茶話も笑
顔と笑い声が溢れ、連帯感
が高まるひとときでした。

11
月
9
日
、
月
舘
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
や
ま
ゆ
り

に
て
、
い
も
煮
会
が
開
催
さ
れ
、
町
全
域
の
70
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
月
舘
認
定

こ
ど
も
園
の
園
児
に
よ
る
歌
や
踊
り
、
地
元
民
生
児
童
委

員
の
皆
さ
ん
が
練
習
を
重
ね
た
「
き
び
た
ん
体
操
」
を
楽

し
ん
で
も
ら
い
、
委
員
全
員
が
一
致
協
力
し
て
前
日
か
ら

準
備
し
た
昼
食
に
箸
が
進
み
お
話
も
弾
み
ま
し
た
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
い
も
煮
会

月舘12
月
6
日
、
霊
山
町
内
で
一
人
暮
ら
し
を
さ
れ
て
い
る

高
齢
者
の
方
々
を
対
象
と
し
た
「
ク
リ
ス
マ
ス
会
食
会
」

を
行
い
51
名
が
集
い
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

「
に
っ
こ
り
ク
ラ
ブ
」
さ
ん
に
歌
と
ダ
ン
ス
、
そ
し
て
七
福

神
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
昼
は
、
調
理
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア「
結
」の
皆
さ
ん
手
作
り
弁
当
と
温
か
い
シ
チ
ュ
ー

を
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
は
、
お
楽
し
み
抽

選
会
で
盛
り
上
が
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
ク
リ
ス
マ
ス
会
食
会

霊山
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アマリリス
の会

アマリリス
の会

代　　表 ：引地 タマさん
発 足 年 ：平成 25 年 4 月
会 員 数 ：7 名
活動場所 ：霊山総合福祉センター 

５回目となるサロンにインタビューは、霊山町で仲良く活動されている
サロン「アマリリスの会」の皆さんを紹介します。

始まりはボランティアから
サロンのメンバーの皆さんは、平成16年に県北保健

福祉事務所の事業である精神保健ボランティア講座を

受講し、精神障がいがある方を支援するボランティア

として活躍されていました。ボランティアとしての活

動が終わりに近づいた頃、「このまま解散してしまう

のは寂しいね」との思いからサロンを立ち上げます。

サロン名を決める際は、皆さん花が大好きということ

もあり、園芸大百科事典を１ページずつ見ていったそ

うです。花の鮮やかさと花言葉が「おしゃべり」とい

うところに魅力を感じ「アマリリスの会」と名付けら

れました。サロンは

おしゃべりをするこ

とを１番の目的として

おり、毎回、笑顔あ

ふれる場になってい

ます。

みんなが先生！
サロンの活動内容は、年度終わりに決められるそうで

「これは良かったから来年もやろう！」「新しいことも

やってみたいね」とメンバーで話し合って決められる

とのことでした。活動計画を拝見すると趣向を凝らし

た内容ばかり。みんなで郷土料理を作ってみたり、手

芸教室や書初めをやられるそうです。皆さんそれぞ

れに得意分野をもっておられ、活動内容ごとに先生と

なってメンバーに教え合っているとのことでした。取

材に伺った日は、市の食生活改善推進員（愛称：ヘル

スメイト）でもある代表の引地さんが「自分が学んだ

ことをみんなに伝えたい」との思いから減塩料理を作

られていました。活動内容の中でも取材班がとくに驚

いたのが９月に行われた奉仕作業です。サロンの活動

場所でもある霊山保健福祉センターの調理室を掃除

されたとのこと、誰か

のためにというボラン

ティア精神が強く根付

いていらっしゃる皆さ

んだと感じました。

毎月の楽しみ
「サロンがある日は朝からウキウキしている」「癒しの

場でもありホッとする」「７人がそろったときは嬉しく

なる」とメンバーの皆さんは語ります。一人ひとりが

お互いを信頼してサロンという場を大切にしているこ

とを感じました。これからも笑顔で活動してください！

次回はボランティアにインタビューです
お楽しみに！

連載 サロンにインタビュー ! NO.5
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ありがとうございました お寄せいただいた寄付金は、
地域福祉向上のため
大切に使わせていただきます。

平成30年10月1日～
平成30年11月30日受付分（順不同）

「西日本豪雨災害・北海道胆振東部
地震災害義援金」を寄託

保原町赤十字奉仕団と霊山町赤十字奉仕団の皆様か
ら、日本赤十字社福島県支部伊達地区事務局を担当する
本会へ義援金を寄託いただきました。
皆さまからの温かいご支援、本当にありがとうござい

ました。
霊山町赤十字奉仕団　様保原町赤十字奉仕団　様
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行 事 予 定 内容についてはホームページでもご覧になれます

日　付 曜日 事　　業　　名 開催地域または会場

1 月
17 木 会食会「げんきか～い」⑤（避難者支援） 保原中央交流館
24 木 ボランティアリーダー研修 保原中央交流館

2 月

6 水 集まれボランティア（霊山・月舘） 霊山中央交流館
14 木 集まれボランティア（伊達） 伊達ふれあいセンター
19 火 集まれボランティア（保原） 保原中央交流館
20 水 集まれボランティア（梁川） 梁川寿健康センター

ほっと掲示板ほっと掲示板インフ
ォメー

ション

お問い合わせは本所・各支所へ

本　　所　☎ 576 − 4050
伊達支所　☎ 551 − 2139
梁川支所　☎ 527 − 2572
保原支所　☎ 576 − 4050
霊山支所　☎ 586 − 3463
月舘支所　☎ 571 − 1406

1月21日（月）梁川中央交流館
2月18日（月）保原中央交流館
まずは電話で予約をお願いします。

ふれあい福祉相談会相談は
無料 !

弁護士が秘密厳守で対応いたします。
あ  

と  

が  

き

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
は
、「
亥
（
い
の
し
し
）
年
」

「
い
の
し
し
」
と
聞
く
と
「
猪
突

猛
進
」
と
い
う
言
葉
を
思
い
浮
か

べ
ま
す
が
、
い
の
し
し
が
直
線
的

に
突
進
す
る
よ
う
に
、
自
分
の
信

じ
た
道
を
信
念
を
持
っ
て
貫
い
て

い
く
と
の
良
い
意
味
で
使
わ
れ
る

こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

私
達
も
、
来
年
は
、「
何
事
に
も

粘
り
強
く
、
信
念
を
も
っ
て
」
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ

き
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

教育支援資金のご案内

　銀行などからの借入れが困難な所得の少ない世帯を対象とした、
高校・大学等への就学に必要な経費をお貸しする資金です。
　社協が窓口になっていますので、お気軽にご相談ください。

※�原則として就学する本人（学生）が借受人となり、１名の連帯保証人が
必要です。
※�他の公的融資制度が優先されますので、世帯によっては先に別の相談
窓口をご案内する場合があります。
　（「日本学生支援機構」奨学金・母子寡婦福祉資金 等）
※�申請から貸付まで１ヶ月程度要しますので、お早めにご相談ください。

資金種類 教育支援費 就学支度費

資金
使途

○修学に必要な経費
 ・�授業料、参考書、学用品、交通費、
　賃貸アパート家賃 等

○�入学に際し必要な経費
・�入学金、制服、教科書等で入学
時に学校に納入する経費 等

貸付
限度額

○高等学校	 月額 35,000円以内
○高専・短大	 月額 60,000円以内
○大学	 月額 65,000円以内

500,000円以内

償還期間 卒業後6ヶ月据置期間　経過後20年以内
貸付利子 無利子（ただし、延滞利子は発生）

●貸付対象：低所得世帯・生活保護世帯

伊達市のゲートボールチーム「伊達市
KGB」が地区大会を勝ち抜き、10 月 27
日に千葉県浦安で開催された第 34回全日
本ゲートボール選手権大会へ出場しまし
た。結果は惜しくも 2次リーグ進出には
なりませんでしたが、善戦されたとのこ
とです。

ゲートボール全国大会
出場チームに激励金贈呈
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